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虚
実
を
越
え
て
物
語
の「
那
須
与
一
」を
実
在
さ
せ
る
べ
く
紡
が
れ
た
、

紛
れ
も
な
い
研
究
書
で
あ
る
。
一
般
に
も
理
解
し
易
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
い
る
。
野
中
の
対
象
に
向
か
う
姿
勢
と
物
事
を
明
ら
め
る
方
法
は
強
い

意
志
に
貫
か
れ
、
師
へ
の
思
い
が
垣
間
見
え
る
。
梶
原
正
昭
の
『
鹿
の
谷

事
件　

平
家
物
語
鑑
賞
』『
頼
政
挙
兵　

平
家
物
語
鑑
賞
』（
武
蔵
野
書
院
）

は
「
鑑
賞
」
の
域
を
越
え
た
注
釈
だ
が
、
そ
の
意
義
を
野
中
は
、
多
田
蔵

人
行
綱
の
心
情
の
解
説
を
例
に
挙
げ
、「
ひ
と
つ
の
比
喩
を
、
表
面
的
な

解
釈
に
終
ら
せ
ず
、
人
物
の
心
情
や
場
面
の
状
況
に
密
着
し
て
解
く
と
い

う
姿
勢
」に
見
る（「
梶
原
先
生
の
築
か
れ
た
礎（
い
し
ず
え
）」『
古
典
遺
産
』

四
九
）。
梶
原
は
、
義
仲
・
一
谷
・
屋
島
・
壇
浦
に
つ
い
て
続
刊
を
予
定

し
て
い
た
と
い
う
が
、
そ
の
遺
志
を
継
ぎ
書
か
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
と

言
え
る
。

　

圧
巻
の
全
編
を
辿
る
。「
読
解
編
」の
第
一
章
は「
扇
の
的
の
謎
を
解
く
」。

要
素
の
連
繫
が
見
え
る
の
が
「
良
い〈
読
み
〉」
で
、
二
説
に
分
か
れ
る

語
義
の
判
断
も
「〈
読
み
〉と
関
わ
」
る
と
表
明
す
る
。

　

第
一
節
「
鏑
矢
と
は
」、
第
二
節
「
与
一
の
背
中
に
あ
る
矢
」
は
、
射

扇
の
鏑
矢
や
箙
の
矢
数
を
検
証
し
、
ひ
と
腰
の
矢
二
四
本
を
節
倹
す
る
の

が「
い
く
さ
の
実
相
」と
言
う
。第
三
節「
波
風
、船
の
揺
れ
の
再
現
」は
、

風
や
波
を
読
む
鋭
勘
の
与
一
の
形
象
を
浮
き
彫
り
す
る
。
第
四
節
「
逆
接

表
現
で
示
す
逆
境
」、
第
五
節
「
鏑
矢
を
用
い
た
理
由
」
は
、
射
扇
時
の

北
風
を
逆
境
の
強
調
と
読
み
、「
那
須
与
一
」
は
「〈
い
く
さ
占
い
〉」
の

切
実
な
物
語
で
あ
る
と
断
じ
る
。
第
六
節
「「
小
兵
」
ゆ
え
の
ハ
ン
デ
ィ
」、

第
七
節
「
矢
は
長
い
の
か
短
い
の
か
、
弓
は
強
い
の
か
弱
い
の
か
」
は
、

「
小
兵
と
い
ふ
ぢ
や
う
、
十
二
束
三
伏
」
の
「
ぢ
や
う
」
に
は
逆
接
説
も

あ
る
が
、
十
二
束
は
最
短
の
部
類
で
あ
る
と
闡
明
し
、
順
接
が
よ
い
と
す

る
。
そ
れ
を
海
に
「
一
段
ば
か
り
」
踏
み
入
れ
る
箇
所
に
繋
げ
、
小
兵
→

腕
が
短
い
→
矢
が
短
い
→
弓
の
引
き
幅
が
狭
い
→
弓
の
発
射
力
が
弱
い
→

飛
距
離
が
短
い
→
扇
の
的
に
接
近
す
る
必
要
と
連
動
す
る
と
言
い
、「
小

兵
」
の
「
強
弓
」
は
鍛
錬
さ
れ
た
二
の
腕
ま
で
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
と
言
う
。

「
良
い
〈
読
み
〉」
の
達
成
で
あ
る
。
第
八
節
「「
七
段
ば
か
り
」
は
二
〇

メ
ー
ト
ル
か
七
七
メ
ー
ト
ル
か
」。
一
段
を
一
一
メ
ー
ト
ル
と
す
る
説
が

優
勢
だ
が
、
西
日
本
的
な
二
・
七
メ
ー
ト
ル
説
か
ら
移
行
し
た
説
だ
と
推

〔
書
評
〕

野
中
哲
照
著

『
那
須
与
一
の
謎
を
解
く
』

平
藤　

幸
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測
す
る
。
第
九
節
「
義
経
が
与
一
に
〝
鎌
倉
へ
帰
れ
〟」
と
言
う
こ
と
の

重
み
」。鎌
倉
を
平
家
追
討
行
軍
の
起
点
・
坂
東
武
士
覚
悟
の
原
点
と
し
た
、

義
経
の
「
鎌
倉
へ
帰
れ
」
と
い
う
叱
責
は
、
命
賭
け
の
覚
悟
を
思
い
出
さ

せ
、
自
信
を
喪
失
し
た
与
一
を
回
生
さ
せ
る
意
味
だ
と
説
く
。

　

第
二
章
は
「
物
語
の
仕
掛
け
を
見
破
る
」。
本
書
が
「
那
須
与
一
」
を

通
じ
た
「
物
語
論
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。「
人
間
は
、
物
語
の
中
に

混
乱
（
刺
激
）
と
秩
序
回
復
（
安
定
）
を
求
め
る
」
と
言
い
切
る
。

　

第
一
節
「
扇
の
的
現
る
」。
平
家
・
源
氏
の
群
れ
の
非
焦
点
化
→
義
経
・

実
基
の
焦
点
化
→
与
一
の
大
写
し
の
刺
激
と
不
安
の
解
消（
Ｖ
字
型
構
想
）

が
、
読
者
を
無
意
識
に
源
氏
方
へ
帰
属
さ
せ
る
と
説
く
。
第
二
節
「
実
基

の
謎
解
き
」。
実
基
推
挙
の
与
一
の
射
扇
辞
退
は
義
経
の
実
基
へ
の
信
頼

毀
損
で
、
義
経
の
怒
り
が
活
き
る
べ
く
、
直
前
に
義
経
・
実
基
の
問
答
が

置
か
れ
た
と
見
る
。
第
三
節
「
若
武
者
を
襲
う
訓
練
」。「
褐
に
赤
地
の
錦
」

の
鎧
直
垂
着
用
・「
足
白
の
太
刀
」
佩
刀
は
自
尊
心
の
象
徴
で
、
与
一
の

阻
喪
と
の
落
差
が
印
象
付
け
ら
れ
る
と
読
む
。
第
四
節
「
ゾ
ー
ン
に
入
っ

た
与
一
」。
こ
の
場
面
の
Ｖ
字
型
構
想
は
、「
不
定
」（
自
信
喪
失
の
表
明
）

→
「
一
定
」（
交
替
願
望
）→「
一
定
」（
本
来
性
の
回
復
）で
、
巧
み
な
対
義

語
・
同
語
混
用
の
表
現
と
言
う
。
第
五
節
「
追
い
詰
め
ら
れ
て
の
〈
神
頼

み
〉」。「
沖
に
は
平
家
～
」「
陸
に
は
源
氏
～
」
は
、
平
家
と
源
氏
の
対
峙

で
は
な
く
、
那
須
与
一
・
と
り
ま
く
人
々
の
「〝
中
心
と
周
縁
〟」
の
構
図

で
、
与
一
の
孤
独
な
状
況
を
表
す
と
見
る
。
祈
願
先
の
「
那
須
の
湯
泉
大

明
神
」
は
、
義
経
が
持
ち
出
し
た
「
鎌
倉
」
と
同
様
に
、
与
一
の
故
郷
意

識
を
呼
び
覚
ま
す
と
言
う
。
第
六
節
「
扇
も
射
よ
げ
」。〈
神
頼
み
〉
の
祈

り
が
通
じ
て
風
も
弱
ま
っ
た
と
い
う
因
果
関
係
な
ら
、
武
士
与
一
の
成
功

譚
で
は
な
く
神
の
霊
験
譚
だ
が
、
目
を
閉
じ
〈
神
頼
み
〉
し
て
目
を
見
開

く
筋
立
て
は
、
与
一
の
集
中
力
の
神
が
か
っ
た
領
域
へ
の
高
ま
り
を
意
味

し
、「
射
よ
げ
」
は
、
与
一
克
己
の
瞬
間
の
表
現
だ
と
読
む
。「
那
須
与
一
」

の
本
質
を
そ
こ
に
見
る
の
で
あ
ろ
う
。
野
中
な
ら
で
は
の
ぴ
た
り
と
嵌

ま
っ
た
解
釈
で
あ
る
。
第
七
節
「
三
つ
の
Ｖ
字
型
構
想
の
小
・
中
・
大
」。

〈
刺
激
と
安
定
〉〈
緊
張
と
弛
緩
〉〈
興
奮
と
鎮
静
〉
の
観
点
か
ら
読
み
解

い
て
こ
そ
見
え
る
認
知
上
の
揺
さ
ぶ
り
が
、
三
度
も
仕
組
ま
れ
て
い
る
と

す
る
。〈
緊
張
と
弛
緩
〉
を
感
じ
る
の
は
与
一
で
は
な
く
読
者
で
、
与
一

は
読
者
に
そ
の
快
楽
を
与
え
る
物
語
の
人
形
だ
と
言
う
。
第
八
節
「「
那

須
与
一
」の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
」。『
常
山
紀
談
』の
佐
野
天
徳
寺
了
伯
の

平
曲
鑑
賞
の
逸
話
の
、〈
神
頼
み
〉
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
「
扇
も
射
よ

げ
に
」
の
段
階
で
緊
張
が
緩
み
始
め
る
、
そ
の
手
前
こ
そ
が
味
わ
い
所
だ

と
い
う
了
伯
の
見
解
に
賛
意
を
示
し
、「
わ
れ
わ
れ
の
物
語
観
」
の
問
い

直
し
を
迫
る
。

　

第
三
章
は
「
物
語
の
表
現
構
造
を
見
抜
く
」。
物
語
内
の
「
見
る
」
行

為
に
読
者
は
必
ず
加
担
さ
せ
ら
れ
心
理
も
誘
導
さ
れ
る
と
言
い
、
Ｖ
字
型
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構
想
・
逆
Ｖ
字
型
構
想
は
物
語
全
体
の
枠
組
み
と
場
面
の
仕
掛
け
で
、
仕

組
ま
れ
た
〈
緊
張
と
弛
緩
〉
と
視
点
・
視
界
の
問
題
は
連
動
す
る
と
説
く
。

　

第
一
節
「「
那
須
与
一
」
の
リ
ア
リ
テ
ィ
」。
射
扇
が
史
実
か
は
疑
問
だ

が
、『
平
家
』
生
成
の
時
代
に
は
事
実
と
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

作
る
側
は
リ
ア
リ
テ
ィ
に
細
心
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
っ
た
と
言
う
。

第
二
節
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
聴
覚
・
視
覚
の
世
界
」、
第
三
節
「
操
ら
れ

る
時
間
」。〈
神
頼
み
〉の
場
面
の
無
時
間
が
射
鏑
矢
で
一
気
に
流
れ
始
め
、

空
に
舞
う
扇
で
時
間
の
流
れ
が
緩
ま
り
日
常
の
時
間
へ
と
戻
す
と
読
む
。

音
・
視
界
・
色
彩
・
時
間
経
過
の
全
て
が
連
動
し
て
、
緊
張
か
ら
弛
緩
へ

の
流
れ
を
演
出
す
る
構
造
を
解
明
し
、「
那
須
与
一
」
を
例
に
、
カ
メ
ラ

が
寄
り
緊
張
感
が
み
な
ぎ
る
〈
場
面
〉
か
ら
、
カ
メ
ラ
が
引
い
て
俯
瞰
的

に
対
照
を
点
描
す
る
〈
展
開
〉
を
説
明
す
る
。
第
四
節
「
前
半
の
趨
勢
表

現
」、
第
五
節
「
装
束
描
写
の
過
去
形
と
現
在
形
」
は
表
題
を
示
す
に
と

ど
め
る
。
第
六
節
「
な
ぜ
敵
で
あ
る
平
家
ま
で
も
与
一
を
称
賛
し
た
の
か
」

は
、
平
家
の
与
一
射
扇
称
賛
は
「
敵
な
が
ら
あ
っ
ぱ
れ
」
が
一
般
的
解
釈

だ
が
、〈
い
く
さ
占
い
〉
の
概
念
と
Ｖ
字
型
構
想
か
ら
読
み
直
す
。
与
一

の
心
理
に
同
化
し
て
極
度
に
緊
張
し
た
読
者
の
、
解
放
さ
れ
た
い
心
を
作

者
が
汲
み
取
り
、
平
家
に
喝
采
さ
せ
て
緊
張
を
弛
緩
さ
せ
る
と
言
い
、「
北

風
」
の
「
春
風
」
へ
の
変
化
は
祝
福
で
、「
寿
祝
性
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
話

は
〈
源
氏
神
話
〉
で
、
平
家
の
喝
采
を
促
し
な
が
ら
、
平
家
滅
亡
・
源
氏

勝
利
を
見
据
え
た
と
捉
え
る
。〈
い
く
さ
占
い
〉
た
る
べ
き
理
由
は
、「
那

須
与
一
」
の
表
現
と
構
造
が
連
繫
す
る
か
ら
だ
と
い
う
の
が
野
中
論
の
主

眼
で
あ
ろ
う
。「
那
須
与
一
」
が
「
一
服
の
清
涼
剤
」
な
ど
と
読
ま
れ
が

ち
な
理
由
も
逆
照
射
さ
れ
る
。
読
者
に
緊
張
を
強
い
た
作
者
が
そ
れ
を
解

放
さ
せ
る
サ
ー
ビ
ス
（
外
部
論
理
）
は
、
読
者
に
理
解
さ
れ
ず
、「
晴
れ

が
ま
し
い
舞
台
」
と
い
う
先
入
観
故
に
、
再
読
し
て
も
内
部
論
理
に
肉
薄

す
る
〈
読
み
〉
が
不
能
だ
と
言
う
。
本
書
は
、
表
現
を
細
部
に
わ
た
り
徹

底
的
に
読
み
込
み
、
浮
か
び
上
が
る
構
造
を
分
析
し
、
正
し
い
〈
読
み
〉

へ
と
導
く
、「
那
須
与
一
」を
通
し
た
物
語
分
析
方
法
の
解
説
書
と
言
え
る
。

　
「
研
究
編
」
は
、
第
四
章
「「
那
須
与
一
」
と
『
平
家
物
語
』
の
あ
や
し

げ
な
関
係
を
明
か
す
」
に
始
ま
る
。
屋
島
合
戦
譚
の
「
那
須
与
一
」
の
あ

り
よ
う
の
、
再
検
証
で
あ
る
。

　

第
一
節
「
屋
島
合
戦
譚
に
お
け
る
「
那
須
与
一
」
の
独
立
性
」
は
、
後

次
的
要
素
が
濃
い
「
那
須
与
一
」
は
『
平
家
』
に
取
り
込
ま
れ
、
前
後
章

段
と
の
浸
潤
性
・
均
質
性
が
図
ら
れ
た
が
、人
気
章
段
で
あ
っ
た
が
た
め
、

琵
琶
法
師
の
繰
り
返
し
の
語
り
に
よ
っ
て
再
び
独
立
性
を
強
め
た
と
見

る
。
第
二
節
「
屋
島
合
戦
譚
の
後
次
性
」。
そ
も
そ
も
屋
島
合
戦
は
無
く
、

屋
島
合
戦
譚
は
、
一
谷
合
戦
譚
や
壇
浦
合
戦
譚
に
比
べ
て
後
次
的
に
成
長

し
た
部
分
で
あ
る
と
説
く
。
第
三
節
「「
七
段
ば
か
り
」
の
決
着
」。「
七

段
ば
か
り
」
は
、「
那
須
与
一
」
の
物
語
と
し
て
な
ら
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
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巻
一
一
「
遠
矢
」
と
関
連
付
け
る
な
ら
約
七
七
メ
ー
ト
ル
だ
と
し
、
鎌
倉

時
代
的
な
古
い
層
（
リ
ア
リ
テ
ィ
）
と
南
北
朝
時
代
的
な
新
し
い
層
（
虚

構
化
）
に
分
け
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。
第
四
節
「「
武
者
舞
」
の
解
読
」。

与
一
が
武
者
舞
を
射
る
話
は
、
語
り
手
が
創
出
し
〈
展
開
〉
の
た
め
に
投

入
し
た
と
言
い
、「
扇
の
的
」
と
「
武
者
舞
」
は
、
興
と
非
情
の
対
照
で

は
な
く
、〈
場
面
〉
と
〈
展
開
〉（
非
場
面
）
の
違
い
だ
と
言
う
。第
五
節「
屋

島
合
戦
譚
の
流
動
展
開
と
〈
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〉
論
」。『
平
家
』
諸
本

間
の
大
き
な
異
同
に
は
、
鎌
倉
中
後
期
の
事
象
「
浮
遊
性
の
異
同
」
と
、

南
北
朝
期
事
象
で
あ
る
後
出
本
の
「
意
図
的
な
改
変
」
が
あ
る
と
し
、
そ

の
峻
別
整
理
に
〈
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〉
論
と
〈
記
事
順
序
入
れ
替
え
〉
論

の
両
方
を
提
示
す
る
。

　

第
五
章
「「
那
須
与
一
」
が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
突
き
と
め
る
」。
こ

こ
に
言
う
〈
物
語
の
重
層
性
〉
論
は
、
軍
記
の
異
本
発
生
・
重
層
化
現
象

の
説
明
で
あ
る
。

　

第
一
節
「
那
須
与
一
の
非
実
在
性
」。
那
須
与
一
宗
隆
（
含
兄
弟
）
は

続
群
書
『
那
須
系
図
』
に
後
か
ら
組
み
込
ま
れ
、
実
在
・
非
実
在
の
確
認

不
能
に
仕
組
ま
れ
て
い
る
の
は
、「
那
須
与
一
が
伝
承
世
界
の
、
架
空
の

人
物
だ
っ
た
か
ら
」
と
主
唱
す
る
。
第
二
節
「
那
須
与
一
の
モ
デ
ル
那
須

光
助
」。
那
須
与
一
を
虚
構
の
産
物
で
あ
る
と
言
い
切
り
、
与
一
の
モ
デ

ル
「
那
須
光
助
」
か
ら
派
生
し
た
伝
承
人
物
が
巨
大
化
し
て
那
須
氏
系
譜

に
結
び
付
け
ら
れ
、
実
在
性
以
上
の
大
き
な
価
値
が
こ
の
物
語
に
込
め
ら

れ
た
と
説
く
。
第
三
節
「
那
須
光
助
が
駆
け
た
那
須
野
」。『
曾
我
物
語
』

の
狩
り
の
記
述
と
現
地
の
地
形
か
ら
、
当
時
の
狩
り
の
場
選
択
や
方
法
を

説
明
し
、
那
須
氏
の
二
大
勢
力
（
福
原
・
金
丸
）
の
拠
点
を
、
地
政
学
的

観
点
か
ら
探
る
。
第
四
節
「「
那
須
与
一
」
に
込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」。

「
那
須
与
一
」
に
、
鎌
倉
か
ら
離
れ
た
辺
縁
性
を
表
す
「
那
須
」
の
与
一

が
八
幡
大
菩
薩
等
の
神
の
加
護
で
成
功
し
て
、
源
氏
が
平
家
に
勝
利
し
た

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
平
家
追
討
の
業
が
相
模
・
武
蔵
中
心
部
の
武
士
だ

け
で
達
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
る
。
第

五
節
「
四
部
本
の
「
那
須
与
一
」」。
那
須
与
一
の
物
語
は
、
そ
の
発
生
か

ら
す
で
に
反
体
制
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
て
、
姿
形
を
変
え
な

が
ら
も
『
平
家
』
後
出
本
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
と
理
解
し
て
よ
い
と

す
る
。
独
自
性
豊
か
で
興
味
を
そ
そ
る
見
解
で
あ
る
。
第
六
節
「「
那
須

与
一
」
の
成
立
圏
と
〈
綱
引
き
〉
論
」。「
那
須
与
一
」
は
鎌
倉
幕
府
批
判

の
世
論
醸
成
の
戦
略
的
な
物
語
で
、反
鎌
倉
・
反
体
制
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

京
都
公
家
社
会
の
発
信
だ
と
言
い
、
那
須
与
一
伝
承
の
発
祥
地
は
鎌
倉
後

期
の
伏
見
（
即
成
院
）
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
も
言
う
。
第
七
節
「
後

藤
兵
衛
実
基
と
〈
怨
親
平
等
〉
論
」。
覚
一
本
の
後
藤
兵
衛
実
基
像
は
、
後

藤
内
貞
綱
像
と
後
藤
範
忠
像
と
を
合
成
し
た
虚
構
、
古
き
良
き
平
和
な
時

代
の
象
徴
で
、
屋
島
合
戦
譚
の
実
基
登
場
は
〈
怨
親
平
等
〉
で
全
紛
争
に
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つ
い
て
以
前
の
姿
を
想
起
さ
せ
る
機
能
を
負
う
と
捉
え
、そ
の〈
怨
親
平
等
〉

は
、
京
都
方
内
部
の
結
束
を
呼
び
か
け
る
小
さ
な
も
の
（
古
態
層
）
が
先

行
し
、
京
都
方
・
鎌
倉
方
の
対
立
を
も
解
消
し
よ
う
と
す
る
大
き
な
も
の

（
後
出
層
）
が
覆
い
か
ぶ
さ
っ
た
も
の
と
見
る
。
第
八
節
「
波
状
的
な
〈
綱

引
き
〉
の
痕
跡
」。
反
鎌
倉
（
親
京
都
）
バ
イ
ア
ス
と
親
鎌
倉
バ
イ
ア
ス
の

熾
烈
な
〈
綱
引
き
〉
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
結
果
、「
那
須
与
一
」
や
屋
島
合

戦
譚
は
重
層
化
し
た
と
説
く
。
物
語
形
成
の
主
体
が
、
反
鎌
倉
側
→
親
鎌

倉
側（
体
制
側
）→
…
と
波
状
的
に
何
度
も
移
行
し
た
と
言
い
、鎌
倉
側（
体

制
側
）
が
執
拗
に
物
語
管
理
を
継
続
し
た
結
果
、
反
鎌
倉
側
（
反
体
制
側
）

は
体
制
側
に
丸
め
込
ま
れ
た
と
言
う
。
思
い
切
っ
た
図
式
化
に
、
野
中
の

自
信
が
透
け
る
。
第
九
節
「
史
実
と
虚
構
の
二
元
論
を
超
え
て
」。
史
実
・

虚
構
の
判
定
で
は
な
く
、
虚
構
化
の
プ
ロ
セ
ス
の
「
思
い
」
の
伝
承
の
志

向
の
究
明
が
重
要
だ
と
す
る
。
那
須
与
一
の
物
語
に
は
、
坂
東
武
士
の
底

辺
・
末
端
者
達
が
下
か
ら
新
時
代
を
切
り
開
い
た
の
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
込
め
ら
れ
、
社
会
の
底
辺
に
い
る
と
自
認
す
る
人
々
の
心
を
那
須
与

一
の
物
語
が
支
え
て
き
た
と
説
く
。
南
北
朝
後
期
に
「
事
実
」
化
し
た
こ

の
物
語
は
、
与
一
の
伝
承
地
や
与
一
の
末
裔
達
が
、
歴
史
の
「
真
実
」
伝

承
に
与
り
、『
平
家
』の
那
須
与
一
に
生
命
力
を
注
ぎ
込
ん
で
き
た
と
言
う
。

　

第
六
章
「「
那
須
与
一
」
の
形
成
過
程
を
解
き
明
か
す
」
は
「「
那
須
与

一
」
の
パ
ー
ツ
論
を
越
え
て
」
と
宣
言
す
る
。

　

第
一
節
は
「
那
須
与
一
の
着
想
」。
核
で
あ
る
〈
神
頼
み
〉
を
抜
き
に
、

困
難
下
の
射
扇
譚
と
理
解
す
る
と
、
形
成
過
程
で
背
負
い
続
け
た
神
話
的

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
落
と
す
と
警
め
る
。
第
二
節
「「
那
須
与
一
」
に
み
え

る
住
吉
神
鏑
譚
の
痕
跡
」。〈
神
頼
み
〉
を
め
ぐ
り
、
最
古
の
形
は
射
扇
に

失
敗
し
た
ら
入
水
す
る
覚
悟
を
述
べ
た
も
の
（
四
部
本
、
第
一
段
階
）
で
、

切
腹
の
要
素
が
入
り
（
第
二
段
階
）、「
龍
」
の
表
現
が
加
わ
り
（
第
三
段

階
）、
氏
子
の
文
脈
が
付
加
さ
れ
た
（
第
四
段
階
）
と
推
測
し
、
こ
の
物

語
は
、
住
吉
社
か
ら
鳴
鏑
が
西
に
飛
ん
だ
逸
話
を
発
生
源
と
し
て
、『
源

氏
物
語
』
明
石
の
海
龍
王
伝
承
の
類
に
よ
っ
て
肉
付
け
さ
れ
た
と
捉
え
、

現
存
諸
本
に
存
在
す
る
〈
神
頼
み
〉
が
「
那
須
与
一
」
の
本
質
だ
と
断
じ

る
。第
三
節「〈
神
頼
み
〉の
背
景
と
し
て
の
二
荒
山
神
話
、俵
藤
太
伝
承
」。

宇
都
宮
氏
の
祖
宗
円
は
「
石
山
寺
座
主
」、
宗
円
の
孫
頼
綱
は
「
日
光
山

別
当
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
琵
琶
湖
と
中
禅
寺
湖
が
伝
承
世
界
で
通
底
す

る
と
言
い
、
琵
琶
湖
畔
園
城
寺
の
鐘
の
由
来
譚
（『
古
事
談
』）
と
「
那
須

与
一
」
の
共
通
項
を
骨
格
と
し
た
伝
承
が
、
住
吉
神
鏑
譚
と
結
び
付
い
て

「
那
須
与
一
」
が
着
想
さ
れ
た
の
に
違
い
な
い
と
説
く
。
た
だ
、
近
年
の

歴
史
学
で
は
宇
都
宮
氏
の
素
性
に
疑
義
が
呈
さ
れ
て
い
る
の
で
、
野
中
の

前
提
に
再
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
第
四
節
「
扇
の
的
の
成
立
」。
平
家
が

扇
で
源
氏
を
招
く
一
節
が
あ
る
巻
一
〇
「
藤
戸
」
が
、「
那
須
与
一
」
の

扇
の
的
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
高
い
と
言
う
。
第
五
節
「「
与
一
」
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と
い
う
名
前
の
着
想
」。『
吾
妻
鏡
』
の
屋
島
合
戦
に
見
え
『
平
家
』
の
屋

島
合
戦
譚
に
先
住
す
る
「
金
子
与
一
（
近
則
）」
か
ら
、
坂
東
辺
縁
の
地

の
一
一
男
坊
た
る
那
須
与
一
像
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
与
一
像
が
「
那
須
」

の
在
地
性
を
ま
と
う
の
は
モ
デ
ル
那
須
光
助
に
拠
り
、
光
助
の
「
那
須
」

と
金
子
与
一
の
「
与
一
」
を
合
成
す
れ
ば
「
那
須
与
一
」
が
で
き
あ
が
る

（
地
理
的
辺
縁
性
と
兄
弟
中
の
末
端
性
の
融
合
）
と
説
く
。
第
六
節
「『
今

昔
物
語
集
』
源
頼
光
射
狐
譚
の
影
響
」。
類
話
で
神
の
加
護
の
認
識
が
通

底
す
る
「
春
宮
大
進
源
頼
光
朝
臣
、
狐
を
射
る
こ
と
」（『
今
昔
物
語
集
』）

が
、
読
み
本
系
か
ら
語
り
本
の
祖
本
へ
の
形
成
過
程
で
『
平
家
』
に
摂
取

さ
れ
、
与
一
の
辞
退
→
受
託
の
場
面
が
作
ら
れ
た
と
言
う
。
第
七
節
「「
那

須
与
一
」
と
『
那
須
系
図
』
と
「
鵼
」」。『
平
家
』
巻
四
「
鵼
」
の
近
衛

帝
仁
平
年
間
の
化
鳥
射
落
と
し
の
主
題
は
頼
政
像
の
正
当
化
で
、「
那
須

与
一
」
と
は
位
相
が
異
な
る
が
、
通
底
す
る
部
分
も
あ
る
と
し
、
同
じ
成

立
圏
で
成
長
し
た
と
言
う
。第
八
節「「
那
須
与
一
」の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
」。

与
一
の
心
理
に
読
者
を
同
化
さ
せ
る
戦
略
か
ら
仕
組
ま
れ
た
三
つ
の
Ｖ
字

型
構
想
こ
そ
が
「
那
須
与
一
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
と
解
読
し
、
後
藤
兵
衛

実
基
の
投
入
、
那
須
光
助
と
金
子
与
一
の
合
成
、
丸
ぼ
や
の
家
紋
な
ど
の

〈
ふ
る
さ
と
意
識
〉
が
付
与
さ
れ
た
と
見
る
。〈
怨
親
平
等
〉
性
や
末
端
・

辺
縁
の
武
将
の
活
躍
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
こ
そ
が
、「
那
須
与
一
」
の
心

臓
部
で
、
先
行
す
る
パ
ー
ツ
の
集
合
体
と
し
て
は
説
明
不
能
と
説
く
。
第

九
節「『
平
家
物
語
』の
全
体
を
窺
う
窓
と
し
て
の
屋
島
合
戦
譚
」。『
平
家
』

の
重
層
的
な
形
成
過
程
を
見
抜
く
た
め
の
用
語
・
概
念
は
、
①
〈
綱
引
き
〉

論
、
②
〈
怨
親
平
等
〉
論
、
③
〈
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〉
論
、
④
〈
小
捨
大

取
〉
論
だ
と
言
い
、「
那
須
与
一
」
や
「
屋
島
合
戦
譚
」
の
、『
平
家
』
の

流
動
と
展
開
を
窺
う
窓
た
る
側
面
を
論
じ
る
。

　
「
お
わ
り
に
」
で
、
領
域
や
縄
張
り
の
不
毛
、
教
育
と
研
究
の
区
別
の

無
意
味
、
学
問
の
大
事
を
説
く
。

　

初
期
か
ら
後
期
ま
で
の
軍
記
を
広
く
見
渡
し
て
き
た
野
中
の
、「
那
須

与
一
」
を
め
ぐ
る
本
文
の
〈
読
み
〉
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
そ
う
読
む
べ
き

で
あ
る
と
い
う
揺
る
ぎ
な
い
確
信
の
説
明
で
あ
る
。
そ
う
読
む
こ
と
が
可

能
だ
と
い
う
意
味
以
上
に
、
そ
う
読
む
の
が
必
然
だ
と
い
う
意
味
で
解
釈

が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。Ｖ
字
型
構
想
、〈
場
面
〉と
〈
展

開
〉、指
向
性
、〈
綱
引
き
〉論
、〈
怨
親
平
等
〉
論
、〈
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〉

論
、〈
小
捨
大
取
〉
論
等
の
用
語
・
概
念
を
鍵
と
し
て
、
説
が
分
か
れ
る

問
題
に
截
然
と
し
て
解
を
断
じ
、
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
問
題
を
浮
き
上
が

ら
せ
て
解
を
示
す
。
本
書
で
示
さ
れ
た「
那
須
与
一
」を
め
ぐ
る
解
釈
を
新

た
な
起
点
と
し
て
、さ
ら
に
読
み
が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
（
Ａ
５
判
、
三
二
二
頁
、
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
二
二
年
五
月
発
行
、 

定
価
二
〇
〇
〇
円
＋
税
）


